
― 103 ―

日本福祉大学子ども発達学論集 第 10 号 2018 年 1 月

貧困に対する意識調査
子どもの教育・福祉を学ぶ学生がイメージする貧困と支援について
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要旨

本研究の目的は,子どもの教育・福祉にまつわる学科を専攻する学生が貧困の条件に対する捉え方と学生自身の思いつく

支援方法を明らかにすることである. 本研究では第 1 学年の大学生 369 名に対して無記名自記式質問調査方法を実施し,質

問項目は全て貧困にまつわる内容とした. その結果,貧困が原因だと思われるエピソードでは, 『後先考えずお金を使う』 ,

『雇用形態が変わり派遣社員が多いこと』 の項目について貧困が原因だと思われるエピソードであるとの共感性や認識が低

かった. また,貧困の条件では, 『多家族世帯』 , 『ひとり親世帯』 の項目について貧困の条件であるとの共感性や認識が低い

ことが明らかになった. このことから,今後貧困に関する学生への教育としては,貧困であるとの共感性や認識の低い項目に

ついて特に教育をしていく必要があると考えられる.
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